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ひととひとが支え合い、比類なき光を放つぎふのまちへ

共に一歩踏み出せる自分へ、切り替えよう

ＪＣＩ岐阜 
ＪＣＩ岐阜 

１７団体
約５６０人

６９１団体
約３０，０００人

１１８の国と地域
約１５万人

個人の運動が世界につながります（２０２１年１２月現在）

　青年会議所（ＪＣ＝Ｊｕｎｉｏｒ Ｃｈａｍｂｅｒ）は「明るい豊かな社会」の実現を理想として運動する２０歳から４０歳までの青年経済人の

団体であり、地域（都市または市町村）ごとに組織されています。それぞれの青年会議所、そしてメンバーは、１年の任期の中で様々な役割を

担い、まちの活性化・発展のために事業を展開しています。

青年会議所とは・・・

　１９４５年、戦争で廃墟となったぎふのまち。人々は、焼け跡の整理、食料の確保に奔走し、占領下経済の混乱の中で、再起復興に懸命

な努力を重ねました。このような社会背景の中で、「今後の経済問題についてお互いに研究し合おう」という若手経済人により１９５０年に

「経友会」という会が結成されました。

　１９４９年の東京青年会議所発足を始め、各地で青年会議所設立の機運が高まりつつあったこと、また財界名士の方々から設立を勧めら

れたことを踏まえ、経友会が母体となり、名古屋青年会議所にスポンサーをお願いし、１９５１年６月２４日、全国で２１番目の青年会議

所として会員４３名で発足しました。

　その後、着実に地元の青年経済人の間で根付き、昨年

度ついに７０周年を迎えました。昨今のコロナ禍でも活

動の歩みを止めることなく、オンライン対応に変化させ

たり、活動の機敏性を高めるために公益社団法人から一

般社団法人へと法人格を移したりと、時代に合わせて組

織体制を切り替えてまいりました。これからも古い伝統

を守りつつも、切り替える力を活かし、昨今の時代の大

きな変化に対応していきます。

ＪＣＩ岐阜の伝統と革新

　ＪＣＩ岐阜は、「明るい豊かな社会」の実現を目指し、数年ごとにまちづくり運動ビジョンを作成し、「ひとづくり・まちづくり」運動に取

り組んでいます。私たちは、次のような目指すべきまちの未来像と、運動方針を掲げ、活動を展開していきます。

　人口減少が進む現代において、地方都市であるぎふのまちが地域の

活力を失うことなく持続発展していくまちとなるために、地域の課題

解決と次代を担う若者の積極的な参画が必要です。若者の積極的なま

ちづくり活動によって、行政だけでなく各種団体・コミュニティ・企

業・市民を巻き込み、そこから生まれる個性的な発想や、魅力的な取

り組みよって多くの市民が、身近な課題に気づき、自らが地域課題を

解決するためのムーヴメントを起こしていきます。そして、ぎふのま

ちは若者を中心に市民が理想の未来を語り合い、夢や希望を叶えるた

めの先進的な試みに心を躍らせ、国内外のひとが面白さと可能性を求

めて集まるまちとなるのです。

　ＪＣＩ岐阜（一般社団法人 岐阜青年会議所）は、岐阜市を中心とした地域において「明るい豊かな社

会」の実現を目指し、「ひとづくり・まちづくり」運動を展開する青年経済人の団体です。私たちは「明

るい豊かな社会」の実現に向けて、歩むべき道筋を、まちづくり運動ビジョンとして策定し、活力溢れ、

持続可能なまちの賑わいを創出します。

　また、「社会への奉仕」を行う中で、様々な活動を通じて「個人の修練」の機会や「世界との友情」を得

られ、さらなる活動の力としています。私たちメンバーは、皆この「ＪＣ三信条」を活動の基本におき、

次世代を担う責任をもって主体的に活動を行っています。

　ＪＣＩ岐阜は、これからも明るい豊かな社会の実現に向けて、ぎふのまちに必要とされ続ける団体

として、多くの市民が共感することのできる事業を展開していきます。

ＪＣＩ岐阜　まちづくり運動ビジョン

ＪＣＩ岐阜について

　ＳＤＧｓ（エスディージーズ：Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ 
Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ｇｏａｌｓ 持続可能な開発目標）とは、
２００１年に策定されたミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）の後継と
して２０１５年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開
発のための２０３０アジェンダ」にて記載された、２０１６年か
ら２０３０年までの国際目標です。
　全国各地の青年会議所が、ＳＤＧｓ推進団体として長期的、共
通的な事業を通じてＳＤＧｓを推進しており、ＪＣＩ岐阜として
もＳＤＧｓの達成に向けて様々な事業を展開しております。

ＪＣＩ岐阜とＳＤＧｓ
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　ＪＣＩ岐阜に入会すると「自身の成長」「地域との絆」「新たな出会い」の機会をたくさん得られます。また、

今年度ＪＣＩ岐阜では、「切り替える力」を持ったリーダーの育成を心がけており、昨今の激しい時代の変化

に対応する力を養うきっかけが得られるでしょう。岐阜の地域に根付いた２０歳から４０歳までの若い青年

経済人たちがあなたの入会をお待ちしております。興味を持った方はぜひ気軽にお問合せください。

ＪＣＩ岐阜では一緒に活動する青年経済人を募集しています！

JC三信条

要　　素

一般社団法人 岐阜青年会議所はまちづくり運動ビジョンに掲げるまちにするために、

ぎふのまちに必要な要素を３つ定めます。

『居心地のよい『居心地のよい
土壌づくり』土壌づくり』

『多様なひととの『多様なひととの
つながり』つながり』

『若者の力の発揮』『若者の力の発揮』

運動方針
それぞれの要素を運動方針として定め、発信していきます。

夢や希望を叶えるため
誰もが挑戦できる心躍
る環境の創造

行政・各種団体・コミュ
ニティ・企業・市民との
パートナーシップによる
多様な価値創造と課題
の解決

まちの未来を担う若者
の躍動と若者が主体と
なるフィールドの創造

※２０２１年度またはそれ以前の事業写真を使用しています。



　私たちは、１９５１年以来岐阜市を中心とする地域において 「明るい豊かな社会」の実現を目指し、「ひとづくり・
まちづくり」運動を展開してきました。健全な子どもたちを育むための青少年心身育成事業、地域をけん引する人材
を育成するためのリーダーシップ開発、まちに継続的な賑わいを創出するためのまちづくり事業や政策提言など、
様々な分野において、ぎふのまちの発展に寄与するため活動を行っています。２０２０年度には、まちづくり運動
ビジョンを策定し、「若者の力の発揮」「多様なひととのつながり」「居心地のよい土壌づくり」の３つの運動方針を
定めて活動を展開しています。

ひとびとが躍動し　持続発展するまち　ぎふ
～ひとの可能性が集い　繋がり　発揮されることで輝くまちの未来～

　ぎふのまちでは、愛知や東京へ若者を中心とした転出が続いており、担い手不足の影響は生活利便性の低下を通
じて、地域の魅力の低下となり、更なる人口減少を招くという悪循環に陥る可能性があります。ぎふのまちがこれ
からも持続発展していくためには、住み暮らす人々が互いに支え合うことで、様々な社会課題を解決しなければな

りません。２０２２年度は「切り替える力（リフレーミング）」をテーマに、ひととひとが支え合うまちの未来の実現に向けて活動してい
きます。一見ネガティブに感じる物事でも、多様なひとの意見を受け入れ、別の角度から見直しポジティブに捉えることができる切り替える
力をぎふの市民がもつことで、多様なアイデアを掛け合わせた魅力的な取り組みが実現し社会課題の解決へと繋がり、少子高齢化の中でも持
続発展できるまちのロールモデルができあがり、比類なき存在感を放つぎふのまちとなるのです。
　これまで永きに亘り活動を続けてこられたのも、行政並びに各種団体の皆様、市民の皆様そして諸先輩方のご理解とご協力の賜物です。地
域の皆様に支えられ活動させて頂いていることに感謝し、これからも変革の能動者としての自覚と責任をもって「明るい豊かな社会」 の実現に
向けて邁進していく所存です。本年度も一般社団法人 岐阜青年会議所の活動に、皆様の変わらぬご支援とご協力を賜りますよう宜しくお願い
申し上げます。

一般社団法人
岐阜青年会議所
２０２２年度スローガン

ひととひとが支え合い、比類なき光を放つぎふのまちへ
共に一歩踏み出せる自分へ、切り替えよう

第７１代理事長
八代　宗太郎

ごあいさつ

基 本 方 針

【会員力向上グループ】
・青年経済人が切り替える力をもつことで、会員力
を向上させる

【ＣＤ（コミュニティ・ディベロップメント）グループ】
・あらゆるひとと繋がり、切り替える力をもって、
ソーシャルイノベーションの実現へ

【人材育成グループ】
・市民同士が積極的に関わりをもち、ポジティブな
視点に切り替わる人材へ

【組織運営グループ】
・プロセス重視と公益に資することを引継ぎ、持続
可能な組織へ

一般社団法人 岐阜青年会議所２０２２年度組織図
正会員／１３０名　特別会員／１名（２０２２年１月現在）

　ＪＣＩ岐阜の組織に多様な価値観をもつ人材を増やし、メンバーが互いに切磋琢
磨することで、変化の激しい時代でも社会や企業を牽引できるリーダーとしての能
力を高めて頂き、切り替える力をもつことで自らが先頭に立ち行動できる会員へと
成長する場を作ります。

直前理事長

理事長

常任理事会

理事会

総　会

副理事長
専務理事

監　事
専務理事

（組織運営Ｇ担当）

副理事長
（会員力向上Ｇ担当）

副理事長
（コミュニティ・ディベロップメントＧ担当）

組織運営室
（事務局長）

会員増強委員会

JCスクール委員会

新たな支え合い創出委員会

若者が住みたくなるまち共創委員会

リーダーシップ向上委員会

総務委員会

渉外広報委員会

青少年心身育成委員会

フォーラム委員会

副理事長
（人材育成Ｇ担当）

記載のアイコンは、２０２２年度事業にて取り組む予定の目標をSDGsのゴール番号として記載しています。

　昨年度作り上げた若者の思いの結晶である政策を中心に、若者と多様な市民を繋
ぎ、行政、各種団体、コミュニティ、企業を巻き込みオンラインの繋がりを直接的
な関わり合いに繋げ、地域のあらゆる人々が包括的に繋がり支え合える環境を構築
し、ソーシャルイノベーションの実現へと導きます。

　市民同士の積極的な関わり合いを通じて、変化が激しい現代における複雑化した
社会課題を解決していくためには、変化に対して異なる視点から物事を認知し前向
きに行動することが重要です。自己の常識を外して、様々な事象を肯定的に捉える
思考を育んで頂きます。

❸リーダーシップ向上例会
　メンバーと共に未来を描き出す個人
ワークや、描き出した未来を実現する
ためのグループワークを行います。そ
のことで柔軟な思考で理想とする未来
を描き、複眼的な視点をアイデアに繋
げる力を育みます。

❾１０月公開例会（市民フォーラム）
　思考を転換したことで、社会で活躍し
ている講師をお招きし、自身の現状を理
解し、ひとの意見を受容することが前向
きな思考に繋がることを知って頂き、こ
れから起こりうる自身の課題をも解決で
きる力を養うきっかけとして頂きます。

２０２２年度主な事業（予定）・・・表内の数字は上記事業の番号と対応しています

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

市民参加型
事業

●岐阜市長選挙
　公開討論会
　１／２８（金）

❹３月例会
　（新たな支え合い創出例会）
　３／１９（土）

❷４月例会（ＪＣスクール事業）
　４／２（土）

❼第３８回「わんぱく相撲」岐阜場所
　５／８（日）
●５月公開例会
　（青年経済人フォーラム） ５／１３（金）

❽７月例会（青少年心身育成事業）
　７／２３（土）

❺８月例会
　（まちづくり例会）
　８／２１（日）

●長良川薪能　９月中旬 ❾１０月公開例会
　（市民フォーラム）
　１０／２３（日）

メンバー向け
事業

❶定時総会・
　１月例会（新年賀詞交歓会）
　１／１８（火）
●京都会議（京都）
　１／２０（木）～２３（日）

●伊勢一泊研修・正副理事長と語る会
　２／１２（土）・１３（日）
❸２月例会（リーダーシップ向上例会）
　２／２５（金）

●第７２回 ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ
　（堺高石）
　５／２６（木）～２９（日）

❸６月例会
　（リーダーシップ向上例会）
　６／２４（金）

●東海フォーラム２０２２（三重）
　７／２（土）
●サマーコンファレンス２０２２（横浜）
　７／１６（土）～１７（日）

●第６３回岐阜ブロック大会（土岐）
　８／２８（日）

●９月臨時総会、
　９月例会（報告例会）
　９／２（金）

●第７１回 全国大会
　（大分）
　１０／７（金）～１０（月・祝）
●新入会員予定者セミナー
　１０／２９（土）

●第７７回 ＪＣＩ世界会議
　（香港）
　１１／７（月）～１１（金）
❻１１月例会（市長例会）
　１１／２５（金）

●１２月臨時総会、
　１２月例会（忘年会）
　１２／１０（土）

※２０２１年度またはそれ以前の事業写真を使用しています。

❹３月例会（新たな支え合い創出例会）
　ぎふのまちの現状と地域コミュニティ
の関わり方を共有し、市民が求める支え
合いを議論する機会を作ります。そのこ
とで、ぎふのまちに必要なコンテンツを
導き出し、まちに大きな変革をもたらし
ます。

　小学生を対象にして、３０年以上の長
きに亘り毎年行われてきている「わんぱ
く相撲」では、相撲を通じて礼儀・礼節
を学ぶなかで相手への敬意と、どんな困
難に対しても挑戦できる心を養って頂き
ます。

❼「わんぱく相撲」岐阜場所

　多世代と協力して一人では乗り越えら
れない課題に挑戦し、多様な考え方を活
かし、子どもたち自身で定めた目標を達
成することで前向きな視点に切り替わり、
失敗を恐れず目標へ果敢に挑戦できる大
人になるきっかけとして頂きます。

❽７月例会（青少年心身育成事業）

❻１１月例会（市長例会）
　岐阜市長をお招きし、ＪＣＩ岐阜が行っ
た１年間のまちづくり運動に対して総評
を頂くと共に、行政によるまちづくりの
方向性について市長自ら語って頂き、ま
ちづくり運動への気運を高める機会とし
ます。

❶１月例会（新年賀詞交歓会）
　日頃よりご支援ご協力を頂いている、
行政、各種団体や諸先輩方と新年を祝う
と共に、お互いの関係をより深める機会
を作ります。また、本年度の活動方針と
組織の気概を示すことで、活動の共感に
繋げます。

❷４月例会（ＪCスクール事業）
　入会１年目のスクール生を中心にＪＣ
三信条であるトレーニング・サービス・
フレンドシップに基づき、事業を実施し
ます。ＪＣＩ岐阜が一丸となって行動す
ることで、まちに賑わいを創り、メンバー
の結束を高めます。

❺８月例会（まちづくり例会）
　若者の考えた政策の実現に向けて活動
した実行委員会の取り組みを発表すると
共に、政策を体験できる場を設け、政策
を実現する企業や各種団体を募り、取り
組みが未来へ繋がる可能性を示し、若者
が住みたくなるまちの実現に繋げます。

青年経済人が切り替える力をもつことで、
会員力を向上させる

会員力向上グループ

あらゆるひとと繋がり、切り替える力をもって、
ソーシャルイノベーションの実現へ

コミュニティ・ディベロップメントグループ

市民同士が積極的に関わりをもち、
ポジティブな視点に切り替わる人材へ

人材育成グループ


